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１ 会議名   令和５年 第５回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和５年 4 月 20 日（木）午後２時 30 分～午後３時 00 分 

３ 開催場所  ２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、竹田 千恵、渡邉 博明 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

   教育次長   ： 丸川 浩 

教育政策課長 ： 村重 武志   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 村中 俊一郎 

学校教育課長 ： 重本 浩志  学校教育課主幹 ： 田村 幸恵 

学校教育課 給食管理室長 ： 貞光 隆  

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 倉本 敦 

生涯学習課長 中央公民館長兼務  ： 岡田 司 

中央図書館長 ： 山本 圭子  科学センター館長 ： 弘中 勝 

由宇支所長  ： 西本 博之  周東支所長    ： 加藤 勝巳 

錦支所長   ： 岩脇 孝史  美和支所長    ： 佐伯 重樹 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  村尾 利勝、竹田 千恵 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第４号  所管事項について 

日程第３ 議案第 26 号 
令和５年度山口県教科用図書岩国採択地区協議会規約に

ついて 

  日程第４ 議案第 27 号 岩国市社会教育委員の委嘱について 

会議の大要 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ただいまから令和５年第５回岩国市教育委員会会議を開会します。 

・では、はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。本日の会

議録署名委員は、村尾委員と竹田委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第４号 所管事項について」、日程第３

「議案第 26 号 令和５年度山口県教科用図書岩国採択地区協議会規約

について」、日程第４「議案第 27 号 岩国市社会教育委員の委嘱につい

て」、以上でございます。それでは、日程第２「報告第４号 所管事項

について」を議題といたします。これにつきましては、協議会形式で進

めたいと思います。各担当部署から先に配布しております行事予定表に

ついて、補足又は所管事項に関する懸案等がありましたら説明をお願い

します。 

 

（懸案事項なし） 
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教育長 

村尾委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村尾委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

・それでは、全体を通して御意見・御質問がありましたらお願いします。 

・青少年課にお聞きします。新学期が始まって約 10 日経ちました。不登

校の問題については、昨年もずっと言っていましたが、中１ギャップの

問題も前々から言われていると思います。今年の中学校１年生の不登校

の状況であるとか、コロナ禍が長引いてコミュニケーションが取れにく

かったりということも含めて、新しい学校やクラスの中で人間関係づく

りが難しくなると思います。早め早めに学校側も対応していくと思いま

すが、特に１年生の担任においては、子供中心に物事を考えていくとい

う体制づくりをしなければいけないと思います。今のところそういった

状況の中で、中１ギャップは出ていますか。 

・委員御指摘のとおり、中１ギャップはとても重要な課題だと思います。

岩国市におきましては、小中連携をしっかりとしておりますが、中１に

関しては、我々もしっかり注視していかなければならないと思います。

始業式から約２週間経ち、特に中１になってというところでは、情報を

得ていませんが、現在、支援教室の通室生は、中央・西・南を合わせて

14 人います。これは昨年度も通室していた生徒達の継続利用というとこ

ろで挙がっております。実際に、新年度になって中学１年生の中にも登

校しぶりというのが継続して見られるということで、まずはケース会議

をしていただいて、支援教室との面談・見学等も含めて対応していただ

くようにこちらからお願いをしております。 

・各学校もそういった面でより神経を使いながら指導していると思いま

す。今言われたように、早め早めの対応ということで、家に引きこもら

ないような形で、対応していただきたいと思います。青少年課からも、

各学校に向けてそういった面でのアプローチをしっかりとやっていた

だきたいと思います。 

・学校教育課にお聞きします。４月 18 日に「全国学力・学習状況調査」

が実施されました。昨年度もお尋ねしましたが、あれから約１年が経ち、

昨年の結果が８月に出ましたが、取組状況等については、山口県全体、

岩国市も非常に課題を残してきました。それを受けて、各学校に対して

学力向上プログラムがあり、指導法の工夫と改善など全般的に強力な指

導をされたと思いますが、その結果、学校側の取組としてどうお考えで

すか。 

・年２回の検証改善サイクルを回していこうということで、昨年の秋にも

県の確認問題を行い、その後に研修主任を一堂に集めて、校内研修が動

く仕組みを市教委の方からてこ入れをさせていただきました。また、山

口学習支援プログラムを毎日一定時間に学校の中で扱っていただくと

いうことを３学期を中心に行いましたので、この春については成果が出

ているものと思っております。ただ、まだ予断を許しませんし、継続的

に学力を付けていく必要がありますので、今年は教職員の採点だけでは
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村尾委員 

 

 

 

 

 

 

廣田委員 

 

美和支所長 

廣田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

なく、子供たち自身に自己採点をしっかりさせて、終わったらすぐに自

分で振り返りをしていくことをお願いしました。併せて、来週の 25 日

に一斉に研修主任を集めて今の結果を踏まえ、自校の状態はどうだった

か、今後どんな手を打つかといったことを早速夏に研修をするようにし

ています。 

・今の取組は良いと思いますが、教員が「全国学力・学習状況調査」の結

果を踏まえて、一人一人が危機感を持って対応できるかどうかが問題で

す。それが子供に還元するので、１回言っただけでは難しいと思います。

子供自身の課題が何であるかということを踏まえて、自分の学級の子供

は、個々どれが弱いのかという所まで深めて対応しなければ、指導法の

工夫・改善だけでは子供達の学力は付かないと思います。その辺りをし

っかり行っていただきたいと思います。 

・美和支所長にお聞きします。山村留学センターでは市内生が何人、県外

生が何人入所されましたか。 

・現在、資料は持ち合わせておりませんが、全部で 12 人入所されました。 

・そうですか。山村留学センターの５月の予定に、バーベキューや流しそ

うめんなど子供たちが一同に集ってコミュニケーションをとれるプロ

グラムがありますので、よろしくお願いします。集団生活の中で、コロ

ナに感染することもなく細心の注意を払って過ごされましたので、支所

長が変わられましたが、引き続いて充実した学校生活を送れるよう御配

慮をお願いします。 

・続いて２点目です。村尾委員が言われた不登校の件ですが、支援教室が

３教室あって、それぞれ中学生が多くいるので、指導の先生の教科も振

り分けて、すばらしい力がある先生がいらっしゃいます。しかし、先日、

ある教室へ４月の様子を訪問したところ、生徒は１人しかいませんでし

た。通級の教室にもいられないということで、一番は学校の中で、家庭

から出られなくなりそうな状況で救ってあげて、登下校を友達と一緒

に、慣れた環境の中で何とかということを学校教育課長にお伝えした

ら、新たな取組を考えているとお聞きしました。とても頼もしく思いま

したので、もう一度聞かせていただけますか。 

・市内の中学校にステップアップルームという部屋を２学校に設けさせて

いただきました。これは県の加配の関係も絡んでいるため、市単独では

やりにくい所ではありますが、全市の中で２人ほど、学校の中の別室に

教職員を常駐配置することで、今みたいに通常の学級から少し苦しくな

った形の居場所として。それから、家から出にくいのだけど、みんなと

一緒には入れないが、学校での居場所づくりができるということで、２

学校に１部屋ずつ作らせていただきました。東中学校に１教室と、川下

中学校には従前からそういった部屋の扱いがあったのですが、教員が校

内努力ではなく、加配として一人常駐配置するということを行っていま
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廣田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹田委員 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村尾委員 

す。東中学校は、昨日も３人ほどその中で学習をしております。川下中

学校は、昨日はおりませんでしたが、一人ほどそこの中に入って学習を

して通常学級の復帰を目指しております。 

・家庭に入って長く時間が経つと、なかなかそれをアウトリーチと言えど

も難しい訳ですが、学校の中で早期に発見をするというのはすばらしい

取組だと思います。加配をしなければいけませんが、それが実現した２

校でモデル校になっていることがすばらしいです。先日、文部科学大臣

が不登校はタブレットによる学習で学力を保証と言っておられました

けど、一番大事なことは社会性、人間関係づくりだと思います。学校で

もそれぞれの教室でもいいので、そこで担任・友達・先輩と関わるとい

う人間関係づくりが社会に出たときに一番大きな力になりますので、ぜ

ひその辺も早期に発見していただきたいと思います。学力については、

村尾委員の意見に同感です。先生方の研修も大切ですが、先生方はプロ

でそれぞれ良い力を発揮しておりますので、子供達が自己採点をして自

分の欠点や学びが十分でないところを自分で発見して、それをいかにフ

ォローアップしていくかという点が学習の意欲につながるかと思いま

す。その辺のところよろしくお願いします。 

・中学校の部活動についてお聞きします。先日の校長・園長会でも、強制

勧誘させることがないようにするということでしたが、保護者の方から

「部活に入らなくてもいいのですか」という言葉をいただきました。部

活に入部しなかったら、今まで部活に費やしていた時間がまるっきり空

いてしまいます。それで、その間の有効的な時間の使い方とか、何をさ

せればいいのかという声をいただきました。自主学習や塾に行くと思い

ますが、このように過ごしましょうというような指針はありますか。 

・指針はありませんが、実際にはコロナ禍の時に在宅・休業するようなケ

ースが沢山あったと思います。あの時に子供達が学んだことは、学校の

学習だけではなく、自らが学びを切り開いていくということだったと思

います。一例として、普段ではできないような学校の教科以外の自分の

スキルを高めていく。例えば資格を取るとか、自分の趣味の時間を使う

ようにするといった自分の生き方自体を教えていく必要があるのかな

と考えています。自分をどのような形で伸ばしていくのか、自分が力を

つけていく為には、どんな時間の過ごし方をしたら良いのかという所は

学校でもキャリア教育の一環として行っていく必要があるかと思いま

す。堅い所で言えば、英検とか漢検とかなんですけど、例えば自分が興

味のあるものに関して、小・中学生でも取れるような資格は世の中に沢

山ありますので、そういったものにチャレンジしてもらうということで

すね。それから、学校の部活動以外の芸能的・文化的な活動であるとい

うことが広く子供達に周知されることが必要だと思います。 

・関連して、部活動の地域移行についてお聞きします。この件について、
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学校教育課長 

村尾委員 

 

 

 

 

学校教育課長 
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渡邉委員 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

体育協会の理事会で指導主事から説明がありました。問題は行き帰りの

事故等についてです。学校管理下であれば、日本体育センターの保険適

用になりますが、それは管理下ではないので、自己負担での保険に入る

のですか。 

・そうなりますね。いずれそうなっていく方向にあると思います。 

・その辺りがまだあやふやなんですよね。私は柔道ですが、柔道だけにか

かわらず、部活での怪我や事故は付き物です。その時に、所属する団体

の保険に入ると、自己負担が多いか少ないかの問題もあると思います。

部活とは保障面での違いが出てくるということで、足並みが随分変わっ

てきます。それをまとめるのは誰ですか。 

・今現在は移行期にあって、まとめ役というのは難しい状況です。学校教

育課も含め、いきなり部活動の方から手を切るということは得策ではな

いと思いますので、文化スポーツ課であるとか、そういった部門と地域

の受け皿がどれだけあるか、今既に先行事例として、サッカーなどは地

域の方で、そういった保険のことを含めて上手くやっている団体もあり

ますので、それに他の競技団体が倣いながら、特に指導者の問題ではあ

ると思いますが、受け皿を整備していく必要があると思います。 

・サッカーについては登録が一人１団体までなので、例えば、サンフレッ

チェのチームに入るとそれは学校の登録メンバーではないということ

で、地域移行が見やすいです。他は二重登録も良い訳ですから、そうい

った面で一番大きな問題になるのは保険の問題だと思います。例えば、

半身不随の事故が起こるということになったら、保障の額がそれぞれ違

ってきますから、そういったこともクリアしなければなかなか難しいと

思います。簡単に引き受けても、大きな課題が残っていると思うので、

そのことも含めて移行しやすいような方向で声を挙げてみてください。 

・学校教育課にお聞きします。５月から小学校で運動会が始まりますよね。 

学校運営協議会で、運動会が半日で終わることについて意見が出まし

て、新入生の親御さんからすると、初めての小学校の運動会で一緒にお

弁当が食べれると思ってたのに、どういうことなのだろうかということ

でした。校長先生から回答はありましたが、今回５月に予定してある小

学校の内、どれくらいの学校が半日の運動会になっているのでしょう

か。 

・今のところ丸１日行うという所は聞いていないのが実情です。どの学校

も規模を縮小をしてという発想よりは、従来の目的をどのようにしてい

くかという事をコロナ禍によって考え直したところがありますので、目

的を達成させるために競技を組み直すとか、食事をとるということにつ

いて本当に必要なのかどうかという部分で――この辺りは感染状況や

５月８日からまたマスクを外してという形で扱いが変わってくるだろ

うと思います。現状としては、どの学校も半日で考えられているのが実
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渡邉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

渡邉委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

渡邉委員 

 

 

教育長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

廣田委員 

教育長 

態で、今後、中学校で実施する時も、1 日に戻すという発想ではなく、

本来の運動会・体育祭を実施することによって子供がどう成長していく

かということを重心において、そのためにこういった種目を事前に練習

していくとか、子供が主体的になって練習の音頭をとるとか、そういっ

たところで、運動会に向かうまでのところに力を付けていきたいと考え

ております。 

・コロナ前にあった運動会というのは縦割りの運動会の関係ができたり、

地域と生徒との関わり合いのプログラムがあったりとか、そういったも

のがコロナ禍でなくなって、地域と唯一接する機会だった運動会が午前

中になり、学年単位でというようになったので、少しその辺が希薄にな

っているのかなと。ゴールデンウィーク明けから変わってくることも鑑

みて、今年は難しいかもしれませんが、できれば来年はコロナ前のよう

な地域も家庭も子供たちと一緒になってにぎわうような運営ができれ

ばと思います。当然、先生方の勤務体制もあると思いますが、その辺の

協力を子供たちの為に考えてもらいたいと思います。 

・調べてはいませんが、縦割りが随分と戻った様子は雰囲気としては感じ

ます。低、中、高学年と分けて実施していたところが多いと思いますが、

一斉に実施するところは増えていると聞いています。 

・それに付随して熱中症対策についてお聞きします。この度、マスクをし

なくても良いというお話をしてもらいましたが、子供達のほとんどはマ

スクを着けていますので、気温差もある中、運動会の練習中に熱中症に

ならないような対策を工夫してほしいと思います。 

・御指摘のとおりだと思いますので、我々の方から先行して注意喚起をし

たいと思います。 

・それと、これから暑くなるにつれて雨が降る前に草がどんどん伸びてい

くので、各部署で草刈りをするなど事故に気を付けてほしいと思いま

す。 

・別にないようでしたら、以上で報告第４号を終わります。 

・次に、日程第３「議案第 26 号 令和５年度山口県教科用図書岩国採択

地区協議会規約について」を議題といたします。それでは、学校教育課

から説明をお願いします。 

・「議案第 26 号 令和５年度山口県教科用図書岩国採択地区協議会規約に

ついて」以下のとおり定めることについて、教育委員会の承認をお願い

します。この採択地区協議会におきましては、令和６年度に使用する小

学校用の教科用図書 13 種を選定するためのものとします。よろしくお

願いいたします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・特に変わったところはありませんよね。 

・そうですね。和木町にも教育委員会会議で承認をお願いしています。 
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各委員 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

教育長 

 

 

各委員 

教育長 

 

 

教育政策課長 

 

 

教育長 

・別にないようでしたら、議案第 26 号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 26 号は原案のとおり決します。 

・次に、日程第４「議案第 27 号 岩国市社会教育委員の委嘱について」

を議題といたします。なお、この日程については、公表までの間、議事

については非公開としたいと思いますが、いかがでしょうか。 

・異議なし。 

・それでは日程第４は、非公開として議事を進めてまいりますので関係者

以外の方は退出をお願いいたします。 

・それでは、生涯学習課から説明をお願いします。 

・「議案第 27 号 岩国市社会教育委員の委嘱について」御説明いたします。 

この度、４月１日付けで委員一人が辞任されたことに伴い、社会教育法

第 15 条第２項の規定に基づき、別紙のとおり委嘱するため提案するも

のとします。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら、議案第 27 号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め 議案第 27 号は原案のとおり決します。 

・本日の議題は以上です。それでは、次回の教育委員会会議の日程につい

て、事務局からお願いします。 

・次回の定例会は令和５年５月 24 日水曜日、岩国市民文化会館第一研修

室にて午後２時 30 分から所属長会議を、午後３時から教育委員会会議

を開催いたします。 

・これをもちまして、令和５年第５回岩国市教育委員会会議を終了します。 
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岩国市教育委員会会議規則第 16 条の規定により署名する。 

 

 

 

 

教育長  守山 敏晴                              

 

教育委員 村尾 利勝                        

 

教育委員 竹田 千恵  

 


